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Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋ
登録マニュアル

～ ＰＣ編 ～



Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋの新規開設は
こちらをクリック

↓
https://goo.gl/hzVywS
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https://goo.gl/hzVywS


①メールアドレスを入力

②パスワードを作成して入力
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①個人か法人を選びます。（このマニュアルでは個人登録で説明してきます）

②[アカウント作成]ボタンをクリック
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①この画面に切り替わったら、このページを閉じます。

②前のページで入力したメールアドレス宛に
登録確認メールが届いていますのでメールを開きます。

5



Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋからメールが来ていますので、クリックして開きます。
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本文に記載されているＵＲＬをクリックします。
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ログインできましたので、[本人確認書類を提出する]ボタンをクリック
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画面が切り替わったら、携帯電話番号を入力します。
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電話番号を入力したら[ＳＭＳを送信する]ボタンをクリック
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11

ＳＭＳが送信されたので、携帯電話を確認します。



Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋから届いたＳＭＳに記載されている６桁の数字をメモしておきます。
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①メモした６桁の数字をここに入力

②[認証する]ボタンをクリック



①電話番号認証が完了しました
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②[本人確認]ボタンをクリック



ここのすべてにチェックを入れます。
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[各種重要事項に同意、承諾してサービスを利用する]ボタンをクリック
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[各種重要事項に承諾済み]にチェックが入るので、
[本人確認書類を提出する]ボタンをクリック
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書類についての注意事項を確認して、画面を下にスクロールします。
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各項目を入力します。
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入力が終わったら画面を下にスクロールします。
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この画面で身分証明書を提出します。
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【※重要※】
マニュアルの最後（Ｐ.３７～）に、本人確認用書類の

種類について説明してありますので、そちらもご参照ください。
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免許証の画像が保存されているフォルダをこのように開きます。

【※重要※】
あらかじめ免許証の表面と裏面、免許証と自分が一緒に写った写真
（セルフィー画像）を撮影して、パソコンに保存しておいてください。
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・画像内に本人の顔と本人確認資料が同時に写っている
・本人確認資料の文字、顔写真が明確に判別できる
・顔は正面を向き、無帽で髪が瞳（目）にかかっていない
・他の人が写りこんでいない

※ セルフィー画像を撮影する時の注意点 ※

【良い例】
【悪い例】
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免許証と自分が写った写真をこのスペースにドラッグ＆ドロップします。

ドラッグ＆ドロップ
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このように自分の撮った写真が表示されればＯＫです。
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次に免許証の表面を提出するので、同じようにフォルダを開いておきます。
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免許証の表面の画像をこのスペースにドラッグ＆ドロップします。

ドラッグ＆ドロップ
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①自分の免許証の表面の画像が表示されればＯＫです。

②画面を下にスクロールします。
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次に免許証の裏面を提出します。

【※注意※】
住所の変更がなくても裏面の写真もいります。
写真が暗かったりぼやけているとNGになる
場合がありますので、きれいに撮りましょう。
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先程と同じように画像が保存されているフォルダを開きます。
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免許証の裏面の画像をこのスペースにドラッグ＆ドロップします。

ドラッグ＆ドロップ
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自分の免許証の表面の画像が表示されればＯＫです。
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①[該当しない]にチェックを入れます。

②[本人確認書類を提出する]ボタンをクリック
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画面が切り替わります。
ここに記載されている通り１～２日ほどで認証され、

後日Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋからハガキが届きます。
ハガキを受け取るとすべての機能が使えるようになります。



後日、Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋからこのように
[転送不要の簡易書留はがき]が届きます。
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以上で本人確認は完了です。



Ｃｏｉｎｃｈｅｃｋ（ＰＣ編）の
新規開設方法は以上です。

お疲れ様でした。

※コインの購入方法、出金方法は
別のマニュアルで解説します。
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本人確認用資料解説
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運転免許証

【本人確認資料の種類①】

・裏面も必ず提出する。

・資料全面が鮮明に写っていること。

・住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で入力したものと同じであること。
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パスポート

【本人確認資料の種類②】

・ 顔写真面と所持人記入欄（住所記載ページ）の

２ページを提出する。

・ 資料全面が鮮明に写っていること。

・ 住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で

入力したものと同じであること。
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個人番号カード

【本人確認資料の種類③】

・表面のみ提出。（裏面は不要）

・資料全面が鮮明に写っていること。

・住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で入力したものと同じであること。

【※注意※】
マイナンバー通知カード（顔写真の入っ
ていないカード）は本人確認資料として

受け付けてもらえません。
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住民基本台帳カード（顔写真あり）

【本人確認資料の種類④】

・裏面も必ず提出する。

・資料全面が鮮明に写っていること。

・住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で入力したものと同じであること。
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各種健康保険証・共済組合会員証（カード型健康保険証）

【本人確認資料の種類⑤】

・社会保険のカード型健康保険証の場合は、住所等の情報記入欄が裏面にあるので裏面も提出する。

・資料全面が鮮明に写っていること。

・住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で入力したものと同じであること。
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各種健康保険証（紙型健康保険証）

【本人確認資料の種類⑥】

・ 紙型健康保険証で住所情報を記入するタイプの

場合は、現住所を記入して提出する。

・ 被扶養者の場合は、自分の名前が記載されて

いるページも必要です。

・ 資料全面が鮮明に写っていること。

・ 住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で

入力したものと同じであること。
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各種年金手帳（厚生年金、国民年金、共済年金等）

【本人確認資料の種類⑦】

・ 記載内容に変更がある場合は、変更日付の

記載が必要です。

・ 資料全面が鮮明に写っていること。

・ 住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で

入力したものと同じであること。

【※注意※】
平成９年以降発行の年金手帳は
住所の記載がないため、提出不可。
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各種福祉手帳

【本人確認資料の種類⑧】

・ 住所、氏名、生年月日および書類名称が異なる

面に記載されている場合、記載されている全ての

面の画像を提出。

・ 資料全面が鮮明に写っていること。

・ 住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で

入力したものと同じであること。
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印鑑登録証明書

【本人確認資料の種類⑨】

・ 発行日から６ヶ月以内のもの。

・ 資料全面が鮮明に写っていること。

・ 住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で

入力したものと同じであること。
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住民票の写し

【本人確認資料の種類⑩】

・ 発行日から６ヶ月以内のもの。

・ 資料全面が鮮明に写っていること。

・ 住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で

入力したものと同じであること。
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在留カード

【本人確認資料の種類⑪】

・裏面も必ず提出する。

・資料全面が鮮明に写っていること。

・住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で入力したものと同じであること。
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特別永住者証明書

【本人確認資料の種類⑫】

・裏面も必ず提出する。

・資料全面が鮮明に写っていること。

・住所、氏名、生年月日は本人情報登録画面で入力したものと同じであること。
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登記事項証明書

【法人用本人確認資料の種類】

・ 登記事項証明書・登記簿謄（抄）本の原本。

・ 発行日から６ヶ月以内のもの。

・ 名称、本店または主たる事務所の所在地、事業の内容、代表権を

有する役員が記載されているもの。

（取引責任者が代表権を有する役員として記載されていない場合は、

委任状の提出が必要。）

・ 法人情報登録画面で入力したものと同じであること。

・ 会社法人等番号が鮮明に記載されていることをご確認ください。


